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７ ＜図１＞のように，正三角形を合同な 4 つの正三角形に分けて，6 つの点Ａ，Ｂ，

Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆに 1 から 9 までの整数のうち異なる 6 つの数を書きます。合同な 4 つ

の正三角形の内部には，それぞれの正三角形の頂点に書いた 3 つの数の積を書きます。

例えば＜図２＞のように 6 つの数を書くと，4 つの正三角形の内部の数は＜図３＞の

ようになります。

(1) ＜図４＞，＜図５＞，＜図６＞は，それぞれ書いた数の一部がかくされています。

① ＜図４＞の○ア にあてはまる数を求めなさい。

② ＜図５＞の○イ にあてはまる数を求めなさい。

③ ＜図６＞の○ウ にあてはまる数を求めなさい。考えられるものをすべて書きなさ

い。

(2) ＜図７＞は，書いた数がすべてかくされています。

○エ ，○オ ，○カ の数の比が 6：5：5 のとき，○キ に

あてはまる数を求めなさい。考えられるものをすべ

て書きなさい。
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(1)

① 図４において･･

Ｄは 140 と 126 の公約数。140 ＝ 2 × 2 × 5 × 7 と 126 ＝ 2 × 3 × 3 × 7
の最大公約数は 2 × 7 ＝ 14 なので，Ｄは 1 ～ 9 より，Ｄ＝ 1，2，7。
Ｄ＝ 1 のとき･･Ｂ＝ 140 ÷(5 × 1)＝ 28 ＞ 9 となるので不適当。

Ｄ＝ 2 のとき･･Ｂ＝ 140 ÷(5 × 2)＝ 14 ＞ 9 となるので不適当。

Ｄ＝ 7 のとき･･Ｂ＝ 140 ÷(5 × 7)＝ 4，Ｆ＝ 126 ÷(6 × 7)＝ 3 となり適

する。

よって，Ｄ＝ 7，Ｂ＝ 4，Ｆ＝ 3 なので，

○ア ＝ 7 × 4 × 3 ＝ 84 です。

② 図５において･･

Ｆは 20 と 30 の公約数。20 ＝ 2 × 2 × 5 と 30 ＝ 2 × 3 × 5 の最大公約数

は 2 × 5 ＝ 10 なので，Ｆは 1 ～ 9 より，Ｆ＝ 1，2，5。
Ｆ＝ 1 のとき･･Ａ×Ｂ＝ 20 ＝ 4 × 5，Ｄ×Ｅ＝ 30 ＝ 6 × 5 となり 5 が 2 個

必要となので不適当。

Ｆ＝ 2 のとき･･Ａ×Ｂ＝ 10 ＝ 2 × 5，Ｄ×Ｅ＝ 30 ＝ 3 × 5 となり 5 が 2 個

必要となるので不適当。

Ｆ＝ 5 のとき･･Ａ×Ｂ＝ 4 ＝ 1 × 4･･(ｱ)なので，Ｄ×Ｅ＝ 6 ＝ 2 × 3･･(ｲ)。
よって，Ｃは 1，2，3，4，5 以外なので，6 ～ 9。
また，Ｃは 24 の約数なので 6 か 8。
Ｃ＝ 6 のとき･･Ｂ×Ｄ＝ 4 ＝ 1 × 4，(ｱ)よりＢ＝ 1，

Ａ＝Ｄ＝ 4 となるので不適当。

Ｃ＝ 8 のとき･･Ｂ×Ｄ＝ 3 ＝ 1 × 3。(ｱ)より，Ｂ＝ 1，Ｄ＝ 3，
Ａ＝ 4 となる。

以上の結果から，Ｂ＝ 1，Ｄ＝ 3，Ｆ＝ 5 なので，

○イ ＝ 1 × 3 × 5 ＝ 15 です。

③ 図６において･･Ｄは 54 と 288 の公約数。54 ＝ 2 × 3 × 3 × 3，
288 ＝ 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 3 × 3 より，

最大公約数は 2 × 3 × 3 ＝ 18 なので，Ｄは 1 ～ 9 で，6 以外なので，

Ｄ＝ 1，2，3，9。
Ｄ＝ 1 のとき･･Ｆ×Ｅ＝ 288 ÷ 1 ＝ 288 ＝ 12 × 24 となり不適当。

Ｄ＝ 2 のとき･･Ｆ×Ｅ＝ 288 ÷ 2 ＝ 144 ＝ 12 × 12 となり不適当。
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Ｄ＝ 3 のとき･･Ｆ×Ｅ＝ 288 ÷ 3 ＝ 96 ＝ 8 × 12 となり不適当。

Ｄ＝ 9 のとき･･Ｆ×Ｅ＝ 288 ÷ 9 ＝ 32 ＝ 4 × 8 より，

(Ｅ，Ｆ)＝(4，8)または(8，4)。
また，Ｂ×Ｃ＝ 54 ÷ 9 ＝ 6 ＝ 2 × 3 より，

(Ｂ，Ｃ)＝(2，3)または(3，2)。
よって，(Ｂ，Ｄ，Ｆ)＝(2，9，4)，(2，9，8)，

(3，9，4)，(3，9，8)となる。

したがって，○ウ ＝ 2 × 9 × 4 ＝ 72，2 × 9 × 8 ＝ 144，

3 × 9 × 4 ＝ 108，3 × 9 × 8 ＝ 216。
72，108，144，216 です。

(2) ○エ ，○オ ，○カ の値をそれぞれ比の○5 ，○5 ，○6

とすると，○オ ，○カ はともに 5 の倍数なので，Ｄ＝ 5。

よって，Ｄ以外のＡ～Ｆは

1，2，3，4，6，7，9 のどれかになる。

また，○オ ＝○カ より，

Ｂ×Ｃ＝Ｅ×Ｆ

＝ 1 × 6 ＝ 2 × 3 ＝ 6･･(ｱ) または，

1 × 8 ＝ 2 × 4 ＝ 8･･(ｲ) または，

2 × 6 ＝ 3 × 4 ＝ 12･･(ｳ) または，

2 × 9 ＝ 3 × 6 ＝ 18･･(ｴ) または，

3 × 8 ＝ 4 × 6 ＝ 24･･(ｵ)。

(ｱ)のとき･･○5 ＝ 6 × 5 ＝ 30 より，○6 ＝ 30 × ＝ 36 ＝Ａ×Ｂ×Ｆとなるが，

Ｂ×Ｆ＝ 1 × 2 ＝ 2 →Ａ＝ 18，1 × 3 ＝ 3 →Ａ＝ 12，
，6 × 2 ＝ 12 →Ａ＝ 3 となるがＥ＝ 3 なので不適当。

6 × 3 ＝ 18 →Ａ＝ 2 となるがＥ＝ 2 なので不適当。

よって，この場合は不適当。

(ｲ)のとき･･○5 ＝ 8 × 5 ＝ 40 より，○6 ＝ 40 × ＝ 48 ＝Ａ×Ｂ×Ｆ。

Ｂ×Ｆ×Ａ＝ 8 × 2 × 3 とするとＢ＝ 8，Ｆ＝ 2，Ａ＝ 3 となり適する。

よって，○エ ＝Ｄ×Ｂ×Ｆ＝ 5 × 8 × 2 ＝ 80。

(ｳ)のとき･･○5 ＝ 12 × 5 ＝ 60 より，○6 ＝ 60 × ＝ 72 ＝Ａ×Ｂ×Ｆ。

Ｂ×Ｆ×Ａ＝ 2 × 4 × 9 とするとＢ＝ 2，Ｆ＝ 4，Ａ＝ 9 となり適する。

よって，○エ ＝Ｄ×Ｂ×Ｆ＝ 5 × 2 × 4 ＝ 40。

(ｴ)のとき･･○5 ＝ 18 × 5 ＝ 90 より，○6 ＝ 90 × ＝ 108 ＝Ａ×Ｂ×Ｆ。

Ｂ×Ｆ×Ａ＝ 9 × 3 × 4 とすると，Ｂ＝ 9，Ｆ＝ 3，Ａ＝ 4 となり適する。

よって，○エ ＝Ｄ×Ｂ×Ｆ＝ 5 × 9 × 3 ＝ 135。

(ｵ)のとき･･○5 ＝ 24 × 5 ＝ 120 より，○6 ＝ 120 × ＝ 144 ＝Ａ×Ｂ×Ｆとなるが，

Ｂ×Ｆ＝ 3 × 4 →Ａ＝ 12，3 × 6 →Ａ＝ 8 となるがＣ＝ 8 なので不適当。
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8 × 4 →Ａ＝ 4.5 となり不適当。

8 × 6 →Ａ＝ 3 となるがＢ＝ 3 なので不適当。

よって，この場合は不適当。

以上の結果から，

○エ ＝ 40，80，135 です。


